
【様式①】令和７年度　学校評価書（小・中・義・特別支援）

校長名　中村　有希

市の重点課題 学校の重点項目 自己評価 達成状況 学校関係者評価委員会から 改善の方向

希望あふれる未来を自
ら拓く力を育むための
教育課程の編成

・「自ら求め みがきあって高まる 学習
の創造」に重点を置いて教育活動を
計画する。
・自分や他者の命を尊重する教育を、
特別活動や道徳の授業、いじめを見
逃さない日等の授業で推進する。振り
返りを交流し、対話を重ねる中で、「生
命の尊厳」への自覚と理解を深める。

Ａ

・子どもの考えを拾ったり、立場を明らかにさ
せて考えを進めたりする授業を仕組むこと
で、自らの学習状況を改善し、主体的に学
習に取り組む児童が増えてきた。
・約８２％の児童が英語の授業が楽しみと感
じており、進んで言語活動に取り組んでい
る。表現も増えてきており、会話を楽しんで
いる児童も多い。

・子どもたちはとても楽しそうに学習してい
て、活気もある。見ていても安心。
・「いじめを見逃さない日」の同意の授業は、
互いを認め合ったうえでの同意があるという
意味でも、とても大切な内容の授業である。
自分という存在は価値のあるものだというこ
とをしっかり教えていくことや人とのつながり
を大切にしていくことで、小さないじめもなく
なっていくのではないか。

・児童の思考を促したり、児童の考えを結び
つけて新たな気付きを与えたりする発問や
コーチングの在り方等を検討する必要があ
る。研究推進委員会や学年会等の会議で議
論する場を積極的に設ける。
・いじめを見逃さない日の取組を今年度同様
大切にしながら、「生命の尊厳」への自覚と
理解を深めていく。

コミュニティ・スクール
の機能の充実と岐阜
市型小中一貫教育の
推進

・地域の学校として、地域や保護者と
連携した教育の充実を図る。（防災教
育、読み聞かせ、クラブ活動）
・中学校区の学校と「生徒会サミット」
を実施し、共通認識のもとでいじめ防
止に取り組む。地域の学校（長良特別
支援学校、長良高校等）とも交流を深
める。

Ａ

・今年度、PTA主催、長良東自治会連合会、
長良東まちづくり協議会後援による、1泊2日
の地域防災体験を行った。避難所での生活
をイメージしたプログラムを実践することで、
もしもの時に自分の命を守る方途や、家族
や地域の方と連携して行動する大切さを学
ぶことができた。
・長良東地区3校で足並みを揃えて、いじめ
を防止する取組を推進することができた。

・PTA主催の防災イベントは、自治会連合会
やその他の機関、すべての方の力があって
実行することができた。地域との連携等様々
な課題が浮かび上がったが、まず行ったこと
に意義があった。
・「東長良サミット」では、3校それぞれのいじ
め未然防止の活動を交流し、互いの学校の
取組への理解を深める姿につながった。

・人的リソースを有効に活用していく。学校だ
けではなく、保護者、地域の力を借りなが
ら、子どもの学習環境を整備していく。教室
等の施設面に留まらず、子どもの心を豊か
にする教育活動も充実させていく。
・いじめ未然防止研修の内容、そこで挙がっ
た問題点等を中学校区の学校で共有するこ
とで、同じ思いでいじめ防止に取り組むよう
にする。

あたたかさと働きがい
にあふれる学校づくり

・ＩＣＴ（ロイロノート、Teams、スマート
連絡帳など）を効果的に活用し、児童
と向き合う時間を確保する。
・職員で情報を共有し、組織で対応す
る風通しのよい職員集団になるよう、
日頃から互いに声をかけ合うことを大
切にする。
・事務作業の効率化、下校時間を早
めるなど行うことで、教員のゆとりを生
み出す。

Ａ

・「にっこりDay」を位置づけて、午後から職員
が自己研鑽に励む時間を設けたり、事務作
業、点検作業を見直し業務の効率化を図っ
たりするなど、快適に労働する環境を整える
よう努めることができた。
・学年主任を中心に、一人で抱え込まない、
学年職員皆で事にあたる雰囲気がある。職
員が休みの時も「お互い様」の心で助け合
い、気持ちよく働くことができた。

・子どもたちはとても楽しそうに学習してい
て、活気もある。子ども達や先生方の様子を
見ていても安心できる。
・教師も子どもたちに笑顔で向き合ってい
る。普通、授業を進めなくてはならないという
思いが頭にあり、難しい表情を浮かべがちで
あるが、長良東小学校の教師はそうではな
く、子ども目線で発信している。

・会議や行事を見直したり、デジタルを効果
的に活用したりすることで、勤務時間内に事
務作業が進むようにし、心身ともに健康な状
態で子どもと向き合うことができるようにす
る。
・教職員も温かい関係の中でやりがいをもっ
て働くことができるよう、ミドルリーダーを育
て、若手の職員に寄り添いながら共に育つ
「共育」を進めていく。

子どもたちが安心して
学べる学校づくり

・児童一人一人を信じ、人間として尊
重してあたたかいまなざしで寄り添
う。
・いじめ、暴力など自分や他人を傷つ
ける行為は断じて許さず、毅然として
対応をする。
・不登校傾向の児童について、保護
者や関係機関と連携し、個に応じた学
び方や学びの場を考えていく。

Ａ

・時代が大きく変化し、多様性が増す子ども
たち一人一人の力を伸ばしていく必要があ
る中で、やり方をアップデートさせて、子ども
たちが伸びやかに学べる学校環境づくりに
努めることができた。
・不登校傾向の児童は年々減少傾向にあ
る。保護者に学校の様子を丁寧にお伝えし
たり、外部機関と連携したりしてきた営みが
功を奏していると考える。

・我が子の学級は毎週席替えがある。その
度にいろいろな子と関わる機会が生まれ、
今まであまり話さなかった子とも関わること
ができてとてもよい。
・子どもたちが「どう生きていくのか」というこ
とを考え、生きる力を身に付けてほしい。決
められたことをどう教えていくのか、わからな
い未来のことをどう教えていくのか、壁を破
らないといけない。

・共同生活なので一定の限界はあるものの、
学校は何よりも知的に楽しい「学びの場」で
あるべきであり、個性や知的好奇心を伸ば
すための教育環境を整えていく必要がある。
・引き続き、保護者や関係機関と連携しなが
ら、不登校（及び不登校傾向）の児童が安心
して過ごすことができる居場所づくりに努め
る。

災害、事故に対する安
全性の確保

・危機管理マニュアルを1年間かけて
見直し、児童の安全確保のために、
有事の際に迅速に教職員が動ける
・全校児童が自治会の防災訓練に参
加することを促し、地域の防災体制に
ついて学ぶとともに、地域の一員とし
てできることについて体験を通して考
える。

Ａ

・「命を守る訓練」を年間7回実施し、地震、
火災、不審者等に備え、状況を正しく判断し
素早く安全に避難することができた。
・職員が連携を（児童の誘導や安全確認、初
期消火、機器操作など）をはかり、子どもた
ちを迅速に非難させることに努めることがで
きた。

・地域行事への参加が年々減っている現状
である。特に２０代３０代の人の参加が少な
い。小中学生も以前に比べて減っているよう
に思う。
・１１月に行われたＰＴＡ主催の防災訓練に
ついては、地域にも関わる価値のある行事
をしてくださったことに深く感謝している。この
ような地域と小学校ＰＴＡが連携していく活動
をつくっていきたいと願う。

・災害が起こった際に対応する教職員の諸
係の対応（動き）に課題が残った。児童誘
導、書類、医療機器の搬出、消火、救護、点
検など、現状を把握しながら臨機応変に対
応することが求められる。そのためにも、訓
練を訓練とせずに、実際の災害を具体的に
イメージして行動できるよう、緊張感をもった
訓練を積み重ね、その都度、改善点を明ら
かにしていく。

教育環境と学校財務
環境の整備及び効果
的な活用

・保護者や地域と協同して、校舎、教
室の環境整備を行い、生活しやすい
環境を整える。
・毎月の安全点検だけでなく、日頃か
ら安全に対する意識を高め、校舎の
老朽化に伴う危険個所を早期に把握
し、安全な環境を整える。

Ｂ

・学校ボランティアの協力を得ながら、空き
教室や資料室の整理整頓、子どもが活動す
る場所の整備を行うことができた。本校は教
室の数が不足しているが、その甲斐あり子
どもが学習するスペースを確保することがで
きた。
・教育施設課の協力を仰ぎながら、学校の
設備を整備することができた。

・学校の工事の状況等を保護者に積極的に
発信していることは今後も継続していけると
よい。
・PTAボランティアに登録した保護者の数が
立ち上げ当初より増えている。今後、子ども
と保護者、教師、地域と協力しながら、学習
環境を整える取組を進めていけるとよい。

・必要のないものは計画的に廃棄しながら、
心理的に安心できるスペースを増やしてい
く。
・開校５０年が過ぎ、施設が老朽化している。
財政的な面で市への協力を依頼するととも
に、職員、校務員等で整備できるところは自
力で整備していく。

HPアドレス：

学校名　岐阜市立長良東小学校
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